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嘉
島
町
の
２
０
１

８
年
の
人
口
増
加
率

が
県
内
市
町
村
の
中

で
最
も
高
か
っ
た
こ

と
が
12
月
25
日
、
県

が
発
表
し
た
県
推
計

人
口
か
ら
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

　

県
の
推
計
に
よ
り

ま
す
と
、
県
の
総
人

口
は
１
７
５
万
６
４

４
２
人
で
、
17
年
に

比
べ
て
９
０
７
６

人
（
０
・
51
％
）
減
。

県
内
45
市
町
村
の
う
ち
人
口
が
増
加
し

た
の
は
嘉
島
町
な
ど
４
市
町
に
限
ら
れ
、

熊
本
市
は
じ
め
41
市
町
村
で
は
人
口
が

減
少
し
ま
し
た
。
人
口
が
最
も
増
加
し

た
の
は
、
合
志
市
で
７
１
７
人
。
嘉
島

町
は
１
６
２
人
増
え
、
１
・
79
％
に

上
っ
た
増
加
率
で
県
内
ト
ッ
プ
で
し
た
。

　

15
年
の
国
勢
調
査
の
確
定
値
を
基
準

に
し
た
県
推
計
人
口
は
、
市
町
村
ご
と

に
ま
と
め
ら
れ
た
出
生
数
や
転
出
・
転

入
者
数
な
ど
も
加
味
し
た
上
で
、
18
年

10
月
１
日
現
在
で
算
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
の
人
口
減
少
は
８
年
連
続
。
65
歳

以
上
の
老
年
人
口
が
53
万
７
０
３
４
人

で
、
総
人
口
の
３
割
を
超
え
ま
し
た
。

嘉
島
町
の
老
年
人
口
の
割
合
は
27
・

３
％
で
県
内
で
は
５
番
目
に
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
は
２
月
１
日
で
町
制
施
行
50
年
を
迎

え
、
次
の
50
年
―
町
制
百
年
へ
向
け
、
ま
た
新

た
な
一
歩
を
踏
み
だ
し
ま
し
た
。

　

町
が
町
制
を
施
行
し
た
１
９
６
９
（
昭
和

44
）
年
と
言
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
宇
宙
船
ア
ポ

ロ
11
号
が
人
類
初
の
月
面
着
陸
に
成
功
、
ソ

連
（
現
ロ
シ
ア
）
の
宇
宙
船
ソ
ユ
ー
ズ
４
号
と

５
号
も
史
上
初
の
有
人
宇
宙
ド
ッ
キ
ン
グ
に
成

功
す
る
な
ど
宇
宙
進
出
競
争
の
さ
な
か
。
国
内

で
は
大
学
紛
争
が
相
次
ぎ
、
ジ
ー
パ
ン
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
が
定
着
し
た
り
、
パ
ン
タ
ロ
ン
が
流
行

し
た
り
。
当
時
、
町
内
の
世
帯
数
は
１
８
３
１

世
帯
、
人
口
８
０
５
７
人
で
し
た
。

　
「
嘉
島
町
誌
」
に
よ
り
ま
す
と
、
町
の
前
身

で
あ
る
嘉
島
村
は
55
（
同
30
）
年
１
月
１
日
、

六
嘉
村
と
大
島
村
の
合
併
で
誕
生
。
そ
し
て
67

年
の
明
治
百
年
記
念
事
業
の
一
環
で
町
制
施
行

が
計
画
さ
れ
、
翌
68
年
10
月
の
村
議
会
、
同
12

月
の
県
議
会
で
の
「
村
か
ら
町
へ
の
移
行
」
可

決
に
よ
っ
て
晴
れ
て
町
制
が
施
行
さ
れ
、
今
年

で
ち
ょ
う
ど
50
年
で
す
。

　

２
０
１
８
年
末
現
在
、
町
の
人
口
は
９
４
０

０
人
を
超
え
、
こ
の
半
世
紀
で
17
％
近
く
増
え

ま
し
た
。
一
時
、
７
２
０
０
人
台
ま
で
落
ち
込

ん
だ
村
当
時
か
ら
す
る
と
、
実
に
約
30
％
の
人

口
増
加
。
世
帯
数
も
３
５
０
０
世
帯
を
上
回
っ

て
倍
増
す
る
勢
い
で
す
。

　

町
制
施
行
50
年
に
当
た
り
、
町
は
町
民
の
皆

さ
ん
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
「
嘉
島
町
暮
ら

し
の
便
利
帳
」
を
作
製
し
て
全
世
帯
に
配
布
。

ま
た
現
在
、
対
外
的
に
町
を
紹
介
・
Ｐ
Ｒ
す

る
「
町
勢
要
覧
」
改
訂
版
づ
く
り
も
急
ピ
ッ
チ
。

今
号
で
は
、
そ
ん
な
中
か
ら
嘉
島
の
今
を
捉
え

た
写
真
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

写真上は嘉島の早朝の情景。
町のにぎわいを演出するイ
オンモール熊本（写真中）
とアクセスの要となってい
る嘉島ＪＣＴ（同下）

人口増加率 嘉島トッ人口増加率 嘉島トッププ
県　内
市町村 2018年の県推計

嘉
島
町　

町
制
施
行
50
年

次
へ　

新
た
な
一
歩

広報かしま2019.2

2



　

任
期
満
了
に
伴
う
嘉
島
町
長
選

挙
と
町
議
会
議
員
選
挙
が
１
月
29

日
に
告
示
、
２
月
３
日
に
投
開
票

の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
選
は
、
現
職
で
無
所
属
の

荒
木
泰
臣
氏
（
72
）
の
ほ
か
に
立

候
補
の
届
け
出
が
な
く
、
荒
木
氏

が
無
投
票
で
９
選
を
果
た
し
ま
し

た
。

　

定
数
11
の
議
席
を
争
う
町
議
選

に
は
、
現
職
８
人
、
新
人
５
人
合

わ
せ
て
13
人
が
立
候
補
。
選
挙
戦

と
な
っ
て
投
開
票
さ
れ
た
結
果
、

新
た
な
選
良
11
人
（
現
職
７
人
、

新
人
４
人
）
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

町
議
選
の
投
票
は
３
日
午
前
７

時
〜
午
後
８
時
、
町
内
４
カ
所
で

行
わ
れ
、
午
後
９
時
か
ら
町
民
体

育
館
で
即
日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
投
票
日
当
日
の
有
権
者

数
は
７
４
４
７
人
（
男
３
５
９
２

人
、
女
３
８
５
５
人
）。
今
回
の

投
票
者
数
は
４
９
４
４
人
（
男
２

３
４
５
人
、
女
２
５
９
９
人
）
で
、

投
票
率
は
66
・
39
％
（
男
65
・

28
％
、
女
67
・
42
％
）
で
し
た
。

　

※
新
た
に
当
選
さ
れ
た
町
議
会

議
員
の
皆
さ
ん
の
顔
写
真
は
次
号

に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

定
数
11
を
立
候
補
者
13
人
で
争
う

選
挙
戦
と
な
っ
た
町
議
選
の
即
日

開
票
が
行
わ
れ
た
町
民
体
育
館

投票日当日、嘉島町ふれあいセンターでは
有権者の投票が相次いだ

町議選　開票結果町議選　開票結果

選
管
最
終
。
◎
は
当
選
。
敬
称
略
。

選
管
最
終
。
◎
は
当
選
。
敬
称
略
。

候補者名 得票数
◎ 鍋田　　平 832
◎ 増岡　　司 480
◎ 蜂屋　敏光 436
◎ 清﨑　輝昭 427
◎ 川野　伸一 398
◎ 境野　隆文 361
◎ 春日　堅一 350
◎ 木下　　徹 343
◎ 森田　義雄 311
◎ 園田　義宣 288
◎ 満田　和浩 255

中津　芳春 224
関戸惠美子 205

当日有権者数 投票者数 投票率（％）

男 3,592 人 2,345 人 65.28

女 3,855 人 2,599 人 67.42

計 7,447 人 4,944 人 66.39

現
職
の
荒
木
氏

無
投
票
で
９
選

　
　

新
議
員
11
氏
決
ま
る

　
　
　

投
票
率
は
66
・
39
％

嘉
島
町
長
選
挙

嘉島町
町議選

　今回の嘉島町長選において無投票で
再選を果たした荒木町長は告示日の翌
１月 30 日には早くも初登庁し、９期
目のスタートを切りました。
　始業前、職員らからお祝いの花束を
贈られた荒木町長は「無投票での負託
に身が引き締まる思い」と有権者から
寄せられた支持に改めて謝意。その上
で「震災の復旧復興、創造的復興はも
とより、地方創生へ定住促進や企業誘
致の手立てを模索し続けていきたい」
などと今後の町政運営への決意を語り
ました。

荒木町長 早くも初登庁荒木町長 早くも初登庁
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成人式 嘉島町
感謝忘れず飛躍を

　

晴
れ
着
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん

で
式
典
に
臨
ん
だ
新
成
人
71
人

（
同
38
人
、
同
33
人
）
に
、
荒
木

町
長
は
今
年
、
町
制
施
行
50
年
を

迎
え
る
こ
と
を
踏
ま
え
、「
一
人

ひ
と
り
思
い
描
く
夢
や
希
望
に
彩

ら
れ
た
成
人
の
決
意
、
誓
い
を
高

く
掲
げ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て

く
だ
さ
い
。
町
も
皆
さ
ん
を
し
っ

か
り
支
え
て
い
き
ま
す
」
と
お
祝

い
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
髙
野
隆
教
育
長
が
「
自

分
の
意
見
を
持
ち
、
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
」、
木
下
徹
町
議

会
議
長
（
代
読
）
も
「
政
治
・
経

済
、
世
界
へ
視
野
を
広
げ
、
社
会

を
引
っ
張
っ
て
い
っ
て
」
と
激
励
。

　

こ
れ
に
対
し
、
新
成
人
を
代
表

し
て
大
学
生
の
中
山
幸
乃
さ
ん

（
上
島
）
が
お
礼
を
述
べ
て
「
人

の
こ
と
を
思
い
や
り
、
地
域
に
貢

献
で
き
る
人
間
に
な
り
ま
す
」
と

大
人
の
仲
間
入
り
の
決
意
を
表
明
、

会
社
員
の
杉
村
慧
さ
ん
（
滝
河

原
）
が
交
通
安
全
宣
言
を
行
っ
て

飲
酒
運
転
、
暴
走
運
転
な
ど
一
掃

し
て
事
故
の
な
い
安
全
な
町
づ
く

り
を
誓
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
成
人
の
門
出
を
迎
え
ら
れ

る
の
は
家
族
や
恩
師
、
地
域
の
皆
さ
ま

の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
。
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
や
選
択
に
迷
う
こ
と
も
あ
り
、
ま

だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
大
人
と
し
て
の

自
覚
を
持
ち
、
責
任
あ
る
社
会
人
と
し

て
歩
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　

嘉
島
町
は
熊
本
地
震
で
大
き
な
傷
を

負
い
ま
し
た
が
、
今
も
黄
金
に
広
が
る

麦
畑
や
豊
か
な
水
を
た
た
え
る
湧
水
群

な
ど
守
る
べ
き
美
し
い
風
景
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
故
郷
を
守
っ
て
い
く
た
め
、

麦
の
よ
う
に
凛
（
り
ん
）
と
し
て
、
こ

う
べ
を
垂
れ
る
実
っ
た
稲
穂
の
よ
う
に

謙
虚
に
、
人
の
こ
と
を
思
い
や
り
、
地

域
に
貢
献
で
き
る
人
間
に
な
り
ま
す
。

　

と
同
時
に
、
生
き
る
力
を
養
い
、
一

人
の
人
間
と
し
て
日
々
成
長
し
、
自
己

実
現
で
き
る
力
を
持
っ
た
人
間
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
平
成
。

新
し
い
時
代
が
希
望
と
優
し
さ
に
あ
ふ

れ
る
よ
う
、
私
た
ち
が
次
の
時
代
を
つ

く
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
人
の
こ
と
を
思
い
や
る
心
を
忘
れ

ず
、
今
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
人
に

ご
恩
を
返
せ
る
よ
う
に
、
ま
た
地
域
社

会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
大
人
に
な
る

こ
と
を
誓
い
ま
す
。

　
（
要
約
）

町
の
成
人
式
で
、
新
成
人
を
代
表

し
て
謝
辞
を
述
べ
る
中
山
さ
ん
。

地
域
社
会
へ
の
貢
献
な
ど
誓
っ
た

荒
木
町
長
か
ら
記
念
品
を
贈
ら

れ
た
新
成
人
の
代
表

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
マ
ナ
ー
の
向
上

に
努
め
る
こ
と
な
ど
を
宣
言
し
た
新
成

人
代
表
の
杉
村
さ
ん

交
通
安
全
宣
言

 

杉
村　

慧
さ
ん

新成人　代表謝辞

 中山 幸乃さん

　
　
　

晴
れ
着
に
ス
ー
ツ

　
　
　

晴
れ
着
に
ス
ー
ツ

　
　
　
　
　

新
成
人

　
　
　
　
　

新
成
人
7171
人
集
う

人
集
う
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嘉
島
町
成
人
式
が
１
月
13
日
、
町
民
会
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。
今
回
、
成
人
式
を
迎
え
た
の
は
86

人
（
男
性
46
人
、
女
性
40
人
）
で
、
１
９
９
８
年

４
月
２
日
〜
99
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
皆
さ
ん

（
写
真
左
は
東
小
校
区
、
同
下
は
西
小
校
区
）。

嘉島町 成人式
決意、誓い新たに

大
人
の
自
覚
…

大
人
の
自
覚
…
地
域
社
会
へ
の
貢
献

地
域
社
会
へ
の
貢
献

ミニ　グラフ

パフォーマンス　弾ける笑顔パフォーマンス　弾ける笑顔
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嘉
島
町
上
仲
間
の
農
業
、
中
山

大
吾
さ
ん
（
38
）
が
２
０
１
８
年

度
の
県
農
業
コ
ン
ク
ー
ル
大
会
で

優
良
賞
に

輝
き
、
１

月
31
日
に

熊
本
テ
ル

サ
（
熊
本

市
）
で
開

か
れ
た
表

彰
式
で
表

彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

中
山
さ

ん
は
６
年

前
、
会
社

勤
め
か
ら

転
身
し
て

就
農
。
以
来
、
父
親
の
猛
さ
ん
と

共
に
コ
メ
、
麦
、
大
豆
を
栽
培
。

年
間
通
し
た
計
画
的
な
ブ
ロ
ッ
ク

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
規
模
拡
大
、

作
業
の
効
率
化
な
ど
の
営
農
努
力

が
評
価
さ
れ
、
今
大
会
の
「
新
人

王
」
部
門
の
優
良
賞
を
射
止
め
ま

し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
県
と
県
内

農
業
団
体
、
そ
れ
に
熊
日
の
主
催
。

県
内
の
農
業
と
農
村
の
振
興
を
図

る
た
め
、
優
れ
た
農
業
経
営
、
地

域
農
業
を
支
え
る
活
動
な
ど
が
毎

年
、
顕
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。
59
回

目
の
今
回
は
地
方
審
査
で
選
抜
さ

れ
た
32
個
人
・
団
体
が
本
選
に
進

出
。
中
山
さ
ん
が
入
賞
を
果
た
し

た
新
人
王
部
門
に
加
え
、
経
営
体
、

地
域
農
力
の
３
部
門
の
現
地
審
査

が
昨
年
９
〜
11
月
に
実
施
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

☆
お
な
じ
み
の
人
形
劇
に
…　

嘉

島
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
１
月
14
日
、

恒
例
の
人
形
劇
が
あ
り
ま
し
た
。

毎
年
行
っ
て
い
る
同
セ
ン
タ
ー
の

自
主
事
業
で
す
。

　

劇
団
「
ぱ
れ
っ
と
」
の
今
年
の

演
目
は
お
な
じ
み
の
童
話
「
ヘ
ン

ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」。
集
ま
っ

た
約
60
人
の
観
客
は
巧
み
な
人
形

遣
い
と
情
感
の
こ
も
っ
た
声
色
に

引
き
込
ま
れ
た
様
子
で
し
た
。

☆
災
害
時
考
え
る
講
演
に
…　

嘉

島
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
演
会
が
12
月
17
日
、
町

民
会
館
で
開
か
れ
、「
く
ま
も
と

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
の
樋
口
務
さ
ん
が
「
災

害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
し

ま
し
た
。

　

21
人
が
受
講
。
樋
口
さ
ん
は
熊

本
地
震
に
対
応
す
る
た
め
、
行
政

と
各
種
団
体
の
調
整
役
を
担
っ
て

い
る
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｋ
Ｖ
Ｏ

Ａ
Ｄ
）
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
事

例
を
紹
介
。「
災
害
発
生
時
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
を
図
る
際
に

は
被
災
者
だ
け
特
別
と
な
ら
な
い

よ
う
、
隣
接
す
る
自
治
会
や
地
域

住
民
と
の
連
携
が
大
切
」
な
ど
と

強
調
し
ま
し
た
。

図
る
場
づ
く
り
で
す
。

　

初
回
は
会
場
の
町
民
会
館
和
室

に
20
人
が
来
場
。
家
族
の
認
知
症

の
進
み
具
合
な
ど
の
相
談
が
相
次

ぎ
、
町
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
専

門
職
ら
が
個
別
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
２
月
20
日
、
３
月
14
日

の
両
日
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

に
同
和
室
で
開
催
す
る
こ
と
に
し

て
お
り
、「
町
の
鳥
ヒ
バ
リ
の
よ

う
に
お
し
ゃ
べ
り
を
」
と
参
加
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
申
し
込
み

の
必
要
は
な
く
、
無
料
で
す
。
な

お
初
回
カ
フ
ェ
に
先
立
ち
、
回
生

会
病
院
、
康
寿
苑
、
悠
優
か
し
ま

の
協
力
で
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
も
開
か
れ
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
の
高
田
堰
掛
土
地
改
良

区
理
事
長
、
岡
牧
生
さ
ん
（
鯰
）

が
12
月
19
日
、
県
農
林
水
産
業
功

労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
さ
ん
は
平
成
７
年
か
ら
同
区

理
事
と
し
て
水
利
の
調
整
や
施
設

管
理
な
ど
に
当
た
り
、
24
年
に
は

同
区
理
事
長
に
就
任
。
幹
線
用
水

路
の
改
修
を
は
じ
め
、
用
水
の
安

定
供
給
に
尽
力
。
町
農
業
委
員
会

委
員
と
し
て
も
農
地
が
遊
休
化
す

る
の
を
未
然
に
防
止
し
た
り
、
集

積
を
図
っ
た
り
し
て
地
域
農
業
の

振
興
と
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
町
議
会
議
員
な
ど
も
歴
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

国
の
認
知
症
対
策
「
新
オ
レ
ン

ジ
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
嘉
島
町

「
ひ
ば
り
カ
フ
ェ
」
が
１
月
16
日
、

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
認
知
症
の
本
人
や
家

族
、
介
護
関
係
者
な
ど
が
気
軽
に

集
え
る
オ
ー
プ
ン
参
加
の
形
式
で

月
１
回
開
催
。
お
茶
で
も
飲
み
な

が
ら
情
報
交
換
や
症
状
の
改
善
、

予
防
な
ど
相
談
し
合
い
、
交
流
を

町
ひ
ば
り
カ
フ
ェ

気
軽
に
集
い

認
知
症
談
議 

優良賞に輝いた中山大吾さん

町
民
会
館
の
和
室
で
開
か
れ
た

「
ひ
ば
り
カ
フ
ェ
」

岡牧生さん

岡
牧
生

岡
牧
生
ささ
んん
功
労
者

功
労
者

熊
本
県　

熊
本
県　

農
林
水
産
業
で
表
彰

農
林
水
産
業
で
表
彰

中山大吾中山大吾ささんん優良優良賞賞

県農業コンクール新人王

▲
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嘉
島
は

嘉
島
は
935935
世
帯
世
帯

　

県
内
の
小
中
高
校
生
を
対
象
に
し
た

「
子
ど
も
た
ち
の
声
を
集
め
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
12
月
27
日
、
嘉
島
中
２
年
の
大

谷
百
華
さ
ん
の
作
文
「
熊
本
地
震
が
教
え

て
く
れ
た
こ
と
」
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
子
ど
も
た
ち
が

熊
本
地
震
の
体
験
を
分
か
ち
合
っ
た
り
、

未
来
へ
向
け
て
発
信
し
た
り
す
る
活
動
に

取
り
組
む
「
ユ
ー
ス
熊
本
地
震
を
『
語
り

つ
ぐ
』
会
」
実
行
委
員
会
が
実
施
。
小
中

高
校
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
１
９
２
点
に
上

る
作
文
や
詩
の
中
か
ら
大
谷
さ
ん
の
作
品

な
ど
最
優
秀
賞
４
点
は
じ
め
優
秀
賞
、
特

別
賞
な
ど
合
わ
せ
て
40
点
の
入
賞
作
品
が

決
ま
り
、
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
実
行
委
は
全
国
の
被
災
地
で
子
ど

も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
に
当
た
っ
て
い
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
さ
く
ら
ネ
ッ
ト
（
兵
庫
県
）
や

防
災
教
育
の
専
門
家
ら
で
組
織
。
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
加
え
、
昨
年
７
、
12
月
に
は

子
ど
も
た
ち
が
参
加
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
開
い
て
い
ま
す
。

非
課
税
世
帯
の
申
請
や
追
加
配
分

支
給
の
時
期
は
未
定
と
い
う
こ
と

で
す
。

め
「
矢
ノ
根
（
や
じ
り
）」「
刀
五

本
」
な
ど
副
葬
品
の
数
々
と
思
わ

れ
る
記
述
も
。
発
見
時
の
石
室
や

内
部
の
区
画
の
詳
細
な
寸
法
な
ど

も
書
き
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

同
史
料
ネ
ッ
ト
事
務
局
長
の
三

澤
純
・
熊
本
大
准
教
授
（
日
本
近

代
史
）
は
年
号
が
記
さ
れ
て
い
な

い
文
書
に
関
し
、「
他
の
史
料
か

ら
幕
末
ご
ろ
に
作
成
さ
れ
た
」
と

類
推
、
町
教
委
の
橋
口
剛
士
技
師

は
「
京
都
帝
大
が
大
正
５
年
に
調

査
し
た
時
点
で
既
に
荒
ら
さ
れ
て

い
た
石
室
内
部
の
区
画
や
寸
法
が

正
確
に
記
さ
れ
て
お
り
、
発
見
直

後
の
状
況
を
復
元
す
る
根
拠
と
な

る
」
と
今
回
、
古
文
書
が
見
つ

か
っ
た
意
義
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　

井
寺
古
墳
は
５
世
紀
末
か
ら
６

世
紀
に
築
造
。
京
都
帝
大
の
調
査

で
熊
本
の
代
表
的
な
装
飾
古
墳
の

一
つ
と
位
置
付
け
ら
れ
、
大
正
10

年
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

熊
本
地
震
で
被
災
し
、
現
在
町
と

県
、
文
化
庁
が
復
元
方
法
な
ど
検

討
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

♢

　

江
戸
時
代
末
期
と
み
ら
れ
る
井

寺
古
墳
「
発
見
」
の
年
月
に
関
し
、

三
澤
准
教
授
は
永
青
文
庫
の
史
料

か
ら
「
１
８
５
７
（
安
政
４
年
）

閏
（
う
る
う
）
５
月
と
判
明
し
た
」

と
１
月
19
日
、
発
表
し
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
家
屋
が

全
壊
、
ま
た
は
半
壊
（
大
規
模
半

壊
を
含
む
）
し
た
世
帯
へ
の
義
援

金
が
追
加
し
て
配
分
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
嘉
島
町
内
で
配

分
の
対
象
と
な
る
の
は
９
３
５
世

帯
（
全
壊
３
０
０
、
解
体
２
８
０
、

半
壊
３
５
５
世
帯
）
に
上
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
１
月
18
日
に
開
か
れ

た
県
と
日
本
赤
十
字
社
県
支
部
、

そ
れ
に
県
共
同
募
金
会
で
構
成
す

る
義
援
金
配
分
委
員
会
で
、
義
援

金
の
残
額
か
ら
判
断
さ
れ
、
被
災

世
帯
へ
の
追
加
支
給
が
決
ま
っ
た

も
の
で
す
。

　

今
回
決
ま
っ
た
追
加
の
支
給
額

は
、
全
壊
世
帯
と
住
宅
を
解
体
し

た
世
帯
に
５
万
円
、
半
壊
世
帯
に

２
万
５
千
円
。
ま
た
、
今
回
、
新

た
な
配
分
基
準
と
し
て
、
被
災
世

帯
の
う
ち
平
成
30
年
度
住
民
税
非

課
税
世
帯
へ
の
配
分
も
決
ま
り
、

全
壊
、
解
体
世
帯
20
万
円
、
半
壊

世
帯
10
万
円
が
新
た
に
配
分
さ
れ

ま
す
。
県
健
康
福
祉
政
策
課
に
よ

り
ま
す
と
、
嘉
島
町
は
じ
め
県
内

30
市
町
村
で
対
象
と
な
る
８
万
７

０
０
世
帯
へ
の
追
加
お
よ
び
新
た

な
配
分
の
総
額
は
59
億
２
３
７
２

万
円
に
上
る
見
込
み
で
す
。
な
お
、

県など

井
寺
古
墳
「
発
見
」
の
古
文
書

井
寺
古
墳
「
発
見
」
の
古
文
書

墳
」
＝
写
真
上
＝
の
発
見
に
関
わ

る
古
文
書
＝
同
下
＝
が
見
つ
か
り
、

文
化
財
関
係
者
ら
の
関
心
を
集
め

て
い
ま
す
。

　
「
熊
本
被
災
史
料
レ
ス
キ
ュ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
町
教
育
委
員

会
と
12
月
12
日
に
行
っ
た
発
表
で

は
、
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
井
寺

村
（
現
・
嘉
島
町
大
字
井
寺
）
の

庄
屋
だ
っ
た
有
馬
家
に
伝
わ
っ
た

古
文
書
４
点
で
、
熊
本
市
内
で
見

つ
か
り
ま
し
た
。

　

古
墳
発
見
を
熊
本
藩
へ
届
け
た

報
告
書
の
下
書
き
や
藩
か
ら
そ
の

後
に
出
さ
れ
た
指
示
の
写
し
と
み

ら
れ
、
発
見
に
至
る
経
緯
を
は
じ

　

装
飾
が
施
さ
れ
、
国
の
史
跡
と

な
っ
て
い
る
嘉
島
町
「
井
寺
古

震
災
義
援
金
を
追
加
配
分

大谷百華さん華
最優秀賞に最優秀賞に

（嘉島中
２　年)

子
ど
も
た
ち
の
声
を
集
め
る

熊
本
地
震
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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嘉
島
町
内
で
新
春
の
週
末
、
各
地
区

で
小
正
月
行
事
の
「
ど
ん
ど
や
（
ど
ん

ど
焼
き
）」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

綱
引
き
で
も
知
ら
れ
る
上
六
嘉
中
郡

地
区
「
ど
ん
ど
や
綱
引
き
」
は
１
月
13

日
、
金
畑
公
園
近
く
で
開
催
。
青
竹
の

や
ぐ
ら
の
火
が
収
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、

引
き
綱
を
両
端
に
結
わ
え
た
大
綱
を

「
上
組
」
と
「
下
組
」
に
分
か
れ
、「
ヨ

イ
シ
ョ
、
ヨ
イ
シ
ョ
」
と
声
を
掛
け
合

い
、
引
き
合
っ
て
い
ま
し
た
＝
写
真
上

右
。
中
郡
地
区
で
は
例
年
、
住
民
同
士

の
親
睦
を
図
る
ど
ん
ど
や
と
綱
引
き
を

一
緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
上
島
で
も
、
青
竹
や
ワ
ラ

な
ど
の
や
ぐ
ら
を
高
々
と
組
ん
で
火

入
れ
。
地
元
の
皆
さ
ん
が
正
月
飾
り

を
投
げ
入
れ
た
り
、
鏡
餅
を
焼
い
た

り
。「
今
年
も
健
康
で
元
気
に
」
な
ど

と
願
っ
て
い
ま
し
た
＝
同
左
。

　嘉島町「鯰ふれ笑いサロ
ン」が 12 月 19 日、地元公
民館で開かれ、参加者 15人
でお正月のしめ飾り作りを行
いました。
　年の瀬恒例の活動で今回
が７回目。地元の赤星益雄さ
んにこしらえてもらったし
め縄に、参加者らは思い思い
に飾り付け。同サロンは月に
２回開き、お花見はじめ四季
折々、楽しい活動に取り組ん
でいます。

　

嘉
島
町
消
防
団
は
12
月
28
、
29
の
両
日
、
火
災

や
犯
罪
か
ら
地
域
住
民
を
守
る
た
め
、
年
の
瀬
恒

例
の
年
末
警
戒
を
町
内
全
域
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
に
よ
る
28
日
の
巡
視
激
励
で
は
、
地

区
ご
と
に
地
元
団
員
ら
が
勢
ぞ
ろ
い
。
各
部
の
指

揮
者
か
ら
「
た
だ
い
ま
年
末
警
戒
中
、
異
常
あ
り

ま
せ
ん
」
と
気
合
の
入
っ
た
報
告
を
受
け
、
町
長
、

佐
藤
光
正
団
長
ら
も
「
住
民
の
安
全
安
心
確
保
の

た
め
に
活
動
を
続
け
て
く
だ
さ
い
」
と
奮
起
を
促

す
激
励
に
熱
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

整
列
状
況
、
規
律
動
作
な
ど
の
審
査
結
果
は
次

の
通
り
。

　

▽
１
位　

第
１
分
団
第
１
部
（
井
寺
）
▽
２
位

　

第
３
分
団
第
３
部
（
滝
河
原
）
▽
３
位　

第
２

分
団
第
１
部
（
北
甘
木
）

　
「
嘉
島
リ
バ
ゾ
ン
」
組
合
会
館

で
12
月
19
日
、
一
足
早
い
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し

た
。
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
発
展

を
図
っ
て
い
る
協
同
組
合
「
嘉
島

リ
バ
ゾ
ン
」
が
組
合
員
の
親
睦
と

共
に
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
で

14
年
前
か
ら
開
催
。

　

今
回
は
フ
ル
ー
ト
、
バ
イ
オ
リ

ン
、
チ
ェ
ロ
の
ト
リ
オ
が
客
演
。

集
ま
っ
た
組
合
員
や
近
隣
住
民
約

70
人
は
「
ト
ル
コ
行
進
曲
」「
ホ

ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス
」
な
ど
お
な

じ
み
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
澄
み
き
っ

た
調
べ
に
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た

コレでなくっちゃ！でなくっちゃ！年始め
2019

2018

年の瀬

地右
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嘉
島
中

生
徒
会

　

任
期
満
了
に
伴
っ
て
改
選
さ
れ

た
新
年
度
の
嘉
島
中
生
徒
会
が
年

明
け
と
共
に
本
格
始
動
し
て
い
ま

す
。

　

昨
年
11
月
、
新
た
に
選
出
さ
れ

た
２
０
１
９
年
度
の
役
員
ら
は
先

月
の
認
証
式
を
経
て
、
前
執
行
部

か
ら
の
引
き
継
ぎ
を
完
了
。
新
生

徒
会
長
の
山
﨑
優
志
さ
ん
（
２

年
）
は
「
み
ん
な
が
楽
し
く
過
ご

し
や
す
い
学
校
づ
く
り
を
目
指
し

た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
す
。

　

他
の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
通
り
で

す
（
敬
称
略
。
◎
委
員
長
、
○
副

委
員
長
）。

　

◇
副
会
長　

林
凜
和
、
亀
井
倫

奈
◇
書
記
・
会
計　

山
本
蘭
平
、

石
坂
音
羽
◇
議
長　

井
上
遥
◇
副

議
長　

野
田
心
優
、
小
夏
桜
介
◇

委
員
会
▽
学
級　

◎
芦
田
来
夢
○

廣
川
生
▽
体
育　

◎
松
本
光
太
郎

○
菊
池
愛
美
▽
保
健　

◎
大
谷
百

華
○
金
田
唯
一
心
▽
文
化　

◎
村

上
莉
子
○
藤
田
大
陽
▽
広
報　

◎

森
瑞
稀
○
永
田
葉
月
▽
安
全　

◎

三
善
広
志
朗
○
池
上
瑠
珂
▽
美
化　

◎
奥
田
彩
花
○
堀
内
皇
志
▽
生
活　

◎
冨
永
新
之
助
○
倉
内
翔
摩
▽
給

食　

◎
秋
永
魁
人
○
山
本
結
愛
▽

図
書　

◎
坂
﨑
芽
依
○
田
中
相
子

▽
放
送　

◎
永
田
竣
裕
○
石
本
唯

花

年
生
を
除
く
２
〜
６
年
生
が
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に

学
校
の
周
辺
を
巡
る
お
な
じ
み
の

校
外
コ
ー
ス
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

　

元
気
い
っ
ぱ
い
校
門
を
飛
び
出

し
た
児
童
た
ち
は
沿
道
の
随
所
に

陣
取
っ
た
家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん

の
「
頑
張
れ
！
」
の
声
援
に
応
え

る
よ
う
に
２
年
１
㌔
、
３
・
４
年

２
㌔
、
そ
し
て
５
・
６
年
は
３
㌔

を
完
走
し
て
い
ま
し
た
。

　

東
、
西
の
両
小
と
も
、
児
童
た

ち
は
事
前
に
完
走
す
る
予
想
タ
イ

ム
を
そ
れ
ぞ
れ
宣
言
。
実
際
に

ゴ
ー
ル
し
た
タ
イ
ム
と
の
差
や
着

正
副
会
長
ら
生
徒
会
新
４
役

生
徒
会
の
各
委
員
会
か
ら
新
た

な
正
副
委
員
長
の
皆
さ
ん

順
を
互
い
に
確
認
し
合
っ
て
い
ま

し
た
。

　

嘉
島
東
、
西
の
両
小
で
新
春
恒

例
の
持
久
走
大
会
が
相
次
ぎ
開
か

れ
ま
し
た
。

　

西
小
は
１
月
18
日
、
一
昨
年
の

震
災
に
続
き
、
昨
年
も
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
で
見
合
わ
せ
た
た
め
３
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
１

周
約
１
㌔
の
高
田
み
ん
な
の
広
場

の
周
回
コ
ー
ス
を
巡
る
１
・
２

年
１
㌔
、
３
・
４
年
１
・
５
㌔
、

５
・
６
年
２
㌔
。

　

児
童
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
練
習
を

積
ん
で
き
た
健
脚
ぶ
り
を
披
露
す

る
と
、
応
援
に
駆
け
付
け
た
保
護

者
ら
か
ら
盛
ん
な
声
援
が
飛
ん
で

い
ま
し
た
。

　

翌
19
日
の
東
小
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
た
め
学
年
閉
鎖
中
の
１

　

嘉
島
幼
稚
園
の
年
の
瀬
恒
例

「
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
＝
写
真
＝
が

12
月
19
日
、
町
総
合
運
動
公
園
で

開
か
れ
、
１
周
４
０
０
㍍
の
ト

ラ
ッ
ク
走
に
挑
む
園
児
た
ち
に
盛

ん
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

年
少
組
は
１
周
、
年
中
組
１
周

半
、
そ
し
て
年
長
組
２
周
の
〝
ロ

ン
グ
ラ
ン
〞。
応
援
に
駆
け
付
け

た
保
護
者
ら
が
見
守
る
中
、
園
児

た
ち
は
寒
さ
に
負
け
ず
元
気
に
仲

良
く
駆
け
抜
け
て
い
ま
し
た
。
10

年
前
の
開
園
か
ら
続
く
年
１
回
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。

高
田
み
ん
な
の
広
場
で
緑
川
沿
い
を
駆
け
る
西
小
の
児
童
た
ち

持
久
走
大
会

西
小
３
年
ぶ
り

校
区
巡
る
東
小 新

体
制
ス
タ
ー
ト

本
格
ト
ラ
ッ
ク
走

園
児
チ
ャ
レ
ン
ジ

嘉
島
幼
稚
園

広報かしま 2019.2
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☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

　

御
船
署
管
内
で
は
、
子
ど
も
が
被

害
に
遭
う
犯
罪
や
事
案
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
犯
人
が
検
挙
さ
れ
た
事
案

も
あ
り
ま
す
が
、
全
て
解
決
と
な
っ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
護
者

や
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
に
は
、
子

ど
も
た
ち
の
登
下
校
や
外
出
の
際
に
、

よ
り
一
層
の
見
守
り
を
強
化
し
て
い

た
だ
き
、
被
害
の
未
然
防
止
に
配
意

い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

○交通事故・刑法犯の発生状況 （件数）平成 30 年 12 月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万　

引

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H30.12 5 66 0 0 1 1 0 0

H30 累計 71 723 0 0 30 5 1 12

前年比 ± 0 -23 ± 0 ± 0 +1 -4 ± 0 +1

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H30.12 19 194 1 0 2 3 0 1

H30 累計 210 2204 12 3 43 27 3 24

前年比 -25 -96 +2 +2 -7 +7 ± 0 -1

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282-1110　内線 261 ～ 264）

　駐車するときは、わずかな時間でも必ず
カギを掛け、車内に貴重品などを置いたま
ま車外に出ないようにしましょう！
　カギを掛けていても車外から貴重品が見
える場合は、ガラスを割って車内の貴重品
を盗む手口もあります。

　ツーロックが自転車を盗まれないための基本
です！自転車から離れる場合は、わずかな時間
でも必ずカギをかけましょう！

　安全と思われる自宅の敷地内やアパート・団地、学校の駐輪場
でも自転車やオートバイを盗まれることが少なくありません。駐
輪するときは、どんな場所でもしっかりカギを掛けましょう！

広報かしま2019.2
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嘉島町消防団員募集
　嘉島町消防団は若い新入団員を募集しており、勧誘のために地元の消防団員が各家庭をお伺いし
ます。消防団は地域の若者同士が楽しく集う場であり、災害対応のノウハウを培う場でもあります。
積極的に入団し、皆さんが住んでいらっしゃる地域のために貢献しましょう！　
　また、各地域の取り決めにより、入団されない場合、地域のために消防団活動に当たっている方
との不公平をなくすため、協力金をお願いする場合がありますのでご了承ください。

熊本地震でも大活躍！　消防団は地域の最も身近なボランティア !!
　平成 28 年の熊本地震の際には人命救助や地域の巡視などを中心に活動し、多くの人命を救い、
地域の安全活動に大きく貢献しました。消防団は〝自分たちのまちを、自分たちで守りたい〟とい
う自主的な活動をしている団体です。地域住民にとって消防団は最も身近なボランティアであり、
いざという時に頼りになる存在です。

なぜ消防団が必要なのか？
　けたたましく鳴り響くサイレンの音…。そこには、炎に包まれ途方にくれている人がいるかもし
れません。その人は誰かの大切な家族であり、友人であり、恋人であるはずです。助けに来てくれ
る人を待っているかもしれません。
　さあ、あなたの出番です。地域のことをよく知っている消防団は、地域に密着した効果的な消火・
救助活動を行うことができます。

消防団員の処遇と任務は？

　消防団員は非常勤特別職の地方公務員として処遇されます。

入団資格 ・嘉島町に居住し、または勤務する方
・年齢 18 歳以上の方

入団後の
待　遇

・ 消防活動中、負傷した場合の補償制度があります
・ 消防団活動に必要な制服などが貸与されます

　消防団の主な任務

平　 常　 時
・火災予防運動（巡回広報、一人暮らし老人宅調査など）
・警備警戒活動（年末警戒など）
・教育訓練活動（出初め式、規律訓練、操法訓練など）
・消防機械器具などの点検、整備

災　 害　 時
・火災（建物、枯れ草、車両など）
・風水害（台風、集中豪雨、洪水）
・地震
・その他（人命救助、避難誘導、行方不明者捜索など）

その他の活動
消防防災活動だけでなく、地元の祭りなどにも参加しています。
※ 消防音楽隊は、出初め式や消防点検、その他消防啓発のため、
積極的に地域のイベントに参加しています。

消防音楽隊員も募集しています！
　　吹奏楽などの経験、性別、年齢は問いません。興味のある方はお問い合わせください。

　　【お問い合わせ先】町役場総務課　消防担当　☎２３７－１１１２
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ご
注
意
く
だ
さ
い

確
定
申
告
書
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
記
載
が
必
要
で
す

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
導
入
に

伴
い
、
平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
書
な

ど
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た
確
定
申

告
書
な
ど
を
税
務
署
へ
提
出
す
る
際
に

は
、
申
告
さ
れ
る
ご
本
人
の
本
人
確
認

書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
宅
な
ど
か
ら
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ

で
確
定
申
告
書
な
ど
を
送
信
す
る
際

に
は
、
本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は

写
し
の
添
付
が
不
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
本
人
確
認
書
類
の
例
》

例
１　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
表
面

お
よ
び
裏
面
の
写
し

例
２　

通
知
カ
ー
ド
の
写
し
＋
運
転
免

許
証
ま
た
は
公
的
医
療
保
険
の
被
保
険

者
証
の
写
し
な
ど

　
　
　
○
医
療
費
控
除
に
は

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
医

療
費
控
除
を
受
け
る
際
は
、
領
収
書
の

添
付
ま
た
は
提
示
が
不
要
と
な
り
、
代

わ
り
に
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
の

作
成
・
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

医
療
費
な
ど
の
領
収
書
（
医
療
費
通

知
に
か
か
る
も
の
を
除
く
）
に
つ
い
て

後
日
、
提
出
ま
た
は
提
示
を
求
め
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
確
定
申
告

期
限
な
ど
か
ら
５
年
間
、
ご
自
宅
な
ど

で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
分
以
前
の
確
定
申
告
に
つ

い
て
は
、
従
来
通
り
、
医
療
費
な
ど
の

領
収
書
の
添
付
ま
た
は
掲
示
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp/

）
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
　
　

熊
本
東
税
務
署

☎
３
６
９－

５
５
６
６

（
※
自
動
音
声
案
内
）

児
童
手
当
（
２
月
期
）
を

振
り
込
み
ま
し
た

　

平
成
30
年
10
月
〜
平
成
31
年
１
月
分

の
児
童
手
当
は
、
２
月
８
日
（
金
）
に

そ
れ
ぞ
れ
ご
希
望
の
金
融
機
関
口
座
に

振
り
込
み
ま
し
た
。

　

保
育
料
の
未
納
が
あ
る
方
な
ど
は
、

窓
口
払
い
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

ご
存
じ
で
す
か

？

子
ど
も
医
療
費
に
関
し
て

○
償
還
払
い
申
請

　

入
院
お
よ
び
一
部
負
担
金
の
額
が
２

万
１
千
円
以
上
で
あ
る
と
き
、
ま
た

は
県
外
の
医
療
機
関
で
受
診
の
場
合

は
、
一
度
病
院
に
医
療
費
を
支
払
っ
た

後
、
領
収
書
な
ど
を
窓
口
に
持
参
い
た

だ
き
、
償
還
払
い
申
請
を
。

　

子
ど
も
医
療
費
か
ら
償
還
さ
れ
る
金

額
は
、
病
院
に
お
支
払
い
を
さ
れ
た
一

部
負
担
金
か
ら
健
康
保
険
の
高
額
療
養

費
お
よ
び
家
族
療
養
付
加
給
付
金
を
差

し
引
い
た
額
と
な
り
ま
す
。
事
前
に
ご

加
入
の
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費
お
よ

び
家
族
療
養
付
加
給
付
金
な
ど
に
該
当

し
な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
（
該
当
が

あ
っ
た
場
合
は
健
康
保
険
へ
の
申
請
を

し
た
後
に
、
給
付
内
容
が
確
認
で
き
る

書
類
な
ど
を
添
え
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
）。

　

償
還
払
い
に
よ
る
助
成
金
の
申
請
は
、

◇ お断り　問い合わせ
先は各項の末尾です。

↑

３ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑩　期介護保険料
保育所利用料………… ３ 月分
下水道使用料………… ２ 月分
納期限日（口座振替日）
　　４月１日（月）

毎月第４水曜日
午後６時～８時

町税務課員が対応します。
３月27日

※ 確定申告期間中（２月18日～３月15日）は
税務相談はお休みさせていただきます。

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”
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診
療
月
の
翌
月
か
ら
６
カ
月
を
期
限
と

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
や

む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
期
限
内
の
申

請
が
で
き
な
い
場
合
は
町
民
課
保
健
係

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－
２
５
７
４

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
！
】

○
学
校
な
ど
（
町
立
幼
稚
園
、
小
中
学

校
）
管
理
下
で
の
け
が
な
ど
に
よ
る
受

診
の
ケ
ー
ス

　

学
校
管
理
下
で
の
け
が
な
ど
に
よ
る

受
診
の
場
合
、
医
療
費
は
独
立
行
政
法

人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

災
害
共
済
給
付
制
度
の
対
象
に
な
り
ま

す
。
病
院
受
診
の
際
は
子
ど
も
医
療
費

受
給
者
証
の
提
示
は
せ
ず
、
い
っ
た
ん

医
療
費
を
病
院
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
へ
の
給
付

金
の
請
求
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
学
校

ま
た
は
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
ま
で
。

　
　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎
２
３
７－

０
９
３
７

お
得
で
す
！

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口

座
振
替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　

口
座
振
替
で
す
と
、
保
険
料
が
自
動

的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
金
融
機
関

な
ど
に
出
向
く
手
間
が
省
け
る
う
え
、

納
め
忘
れ
も
な
く
、
と
て
も
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保

険
料
を
当
月
末
に
振
替
納
付
す
る
こ
と

に
よ
り
、
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早
割

制
度
や
、
現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が

多
い
６
カ
月
前
納
、
１
年
前
納
、
２
年

前
納
も
あ
り
、
大
変
お
得
で
す
（
な
お

前
納
の
申
込
期
限
は
２
月
末
）。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
納
付

書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機

関
届
け
出
印
を
持
参
の
う
え
、
ご
希
望

の
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
　

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
３
６
７－

８
１
４
４

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

　

保
健
所
で
引
き
取
り
相
談
が
あ
る
犬

や
猫
の
多
く
は
、
生
ま
れ
て
間
も
な
い

子
犬
や
子
猫
で
す
。
犬
は
年
に
１
〜
２

回
、
猫
は
年
に
２
〜
３
回
妊
娠
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
望
ま
な
い
妊
娠

に
よ
る
不
幸
な
命
を
増
や
さ
な
い
た
め

に
も
、
避
妊
去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
避
妊
去
勢
手
術
は
繁
殖
を
防

ぐ
だ
け
で
な
く
、
犬
・
猫
の
病
気
の
予

防
や
ス
ト
レ
ス
軽
減
、
散
歩
時
の
マ
ー

キ
ン
グ
行
為
の
減
少
に
も
な
り
ま
す
。

　
　

御
船
保
健
所

☎
２
８
２－

０
０
１
６

↑

ペ
ッ
ト
に
は
避
妊
去
勢
手
術
を
！

　

今
年
も
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
祭

り
」
を
開
催
し
ま
す
。
太
鼓
、
ハ
イ
ハ

イ
レ
ー
ス
、
マ
ル
シ
ェ
な
ど
お
楽
し
み

企
画
が
満
載
で
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

３
月
23
日
（
土
）
10
時
〜
14
時

○
会
場　

子
育
て
ひ
ろ
ば　

あ
い
あ
い

　
　
　
　
（
嘉
島
町
上
島
５
５
１
）

　
　

子
育
て
ひ
ろ
ば　

あ
い
あ
い

☎
２
３
７－

５
５
５
９

「
み
な
ま
た
あ
し
き
た

海
老
い
ろ
色
フ
ェ
ア
」
開
催
中

　

水
俣
・
芦
北
地
域
の
飲
食
店
13
店
舗

で
、
ア
シ
ア
カ
エ
ビ
や
イ
シ
エ
ビ
な
ど

を
使
用
し
た
海
老
（
え
び
）
料
理
を
提

供
す
る
フ
ェ
ア
を
３
月
３
日
（
日
）
ま

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
多
彩
な
料
理
が

堪
能
で
き
、
特
産
品
な
ど
が
抽
選
で
当

た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
実
施
中
で
す
。

各
店
自
慢
の
一
品
を
食
べ
歩
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
　

芦
北
地
域
振
興
局
総
務
振
興
課

☎
０
９
６
６－
８
２－

４
４
４
５

【
14
面
に
続
く
】

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
祭
り

　

嘉
島
町
で
は
、
町
内
事
業
所
の
求

人
情
報
を
提
供
す
る
「
雇
用
・
就
業

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

地
方
創
生
に
お
け
る
取
り
組
み
の

一
環
で
、
新
た
な
雇
用
確
保
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
性
化
が
目
的
で
す
。

○
12
月
の
新
た
な
求
人
情
報

・ 

ハ
タ
ノ
綜
合
印
刷
株
式
会
社

　

 （
下
仲
間
９
７－

１
☎
２
３
５－

６

４
３
３
）

　

 

パ
ー
ト
労
働
者
（
工
場
内
仕
上
げ

作
業
）
を
募
集

　

詳
し
く
は
嘉
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tow

n.kashim
a.

kum
am
oto.jp

）
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
事
業
所
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
右
記
以
外
の
現
在
募
集
中
の
求
人

情
報
も
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

※
求
人
情
報
の
掲
載
を
ご
希
望
の
事

業
所
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
　

役
場
企
画
情
報
課

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
６
４
１

嘉
島
町
内
の
求
人
情
報

雇 

用

　
　
　

マ
ッ
チ
ン
グ

就 

業
〜
自
分
の
町
で
働
き
ま
せ
ん
か
〜
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「
日
本
マ
ラ
ソ
ン
の

父
の
ふ
る
さ
と
」
か
ら

　

玉
名
市
に
「
い
だ
て
ん 

大
河
ド
ラ

マ
館
」、
和
水
町
に
は
「
金
栗
四
三
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
そ
れ
ぞ
れ
期
間
限
定

で
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。
マ
ラ
ソ
ン

の
草
分
け
ラ
ン
ナ
ー
金
栗
の
ふ
る
さ
と

を
訪
ね
、
そ
の
生
涯
や
魅
力
な
ど
に
触

れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

玉
名
市
・
和
水
町
・
南
関
町

　

大
河
ド
ラ
マ
「
い
だ
て
ん
」

　

地
域
振
興
協
議
会

☎
０
９
６
８－

５
７－

７
５
４
８

仕
事
探
し
お
手
伝
い

　

熊
本
県
は
上
益
城
地
域
振
興
局
１
階

に
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
上
益
城
ブ
ラ
ン
チ

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
就
職
に
関
す
る

相
談
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
予
約
制
で
す
。

○
内
容

・
就
職
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

・
適
性
診
断

・ 

履
歴
書
や
職
務
経
歴
書
作
成
の
ア
ド

バ
イ
ス

・
面
接
練
習
や
対
策

・ 

し
ご
と
開
拓
員
に
よ
る
企
業
訪
問
や

求
人
開
拓

・
保
護
者
か
ら
の
相
談

○
利
用　

　

月
曜
〜
金
曜

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
予
約
制
）

※ 

土
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
は
お
休
み

で
す
。

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
上
益
城
ブ
ラ
ン
チ

☎
２
８
２－

１
０
１
３

ラ
ジ
オ
体
操
＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
は
町

民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、月
１
回
（
原
則
と
し
て
第
１
日
曜
）、

熊
本
弁
で
解
説
す
る
約
５
分
間
の
ラ
ジ

【
13
面
か
ら
続
く
】

オ
体
操
と
30
分
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
な
ど
は
不
要
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

　

３
月
10
日
（
日
）
午
前
８
時

○
会
場

・
ラ
ジ
オ
体
操　

中
学
校

　
　
　
　
　
　
　

校
舎
玄
関
前

・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ　

同
校
周
辺

　
　
　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ

　
　
　

事
務
局
（
町
教
育
委
員
会
内
）

☎
２
３
７－

０
０
５
８

○
募
集
人
数　

１
人

○
条
件　

看
護
師
な
ど
の
資
格
を
有
し
、

パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
）

で
一
定
の
入
力
作
業
が
で
き
、
普
通
自

動
車
の
免
許
を
お
持
ち
の
方

○
応
募
方
法　

写
真
を
貼
っ
た
履
歴
書

（
市
販
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

申
込
先
ま
で
持
参
か
郵
送

○
業
務
内
容　

地
域
支
え
合
い
セ
ン

タ
ー
業
務

○
任
用
期
間　

４
月
１
日
〜
２
０
２
０

年
３
月
31
日

○
勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
の
８
時
半
〜

17
時
15
分

○
選
考
方
法　

書
類
審
査
お
よ
び
面
接

○
申
し
込
み
受
付
期
間

　

２
月
12
日
（
火
）
〜
22
日
（
金
）

※
８
時
半
〜
17
時
15
分
ま
で
。
土
日
を

除
く
。
郵
送
は
22
日
の
消
印
有
効
。

　

〒
８
６
１－

３
１
０
６

　

嘉
島
町
上
島
５
５
１

　
　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

子
ど
も
が
好
き
な
方

地
域
の
力
に
な
り
た
い
方

　

子
ど
も
を
預
け
た
い
け
れ
ど
「
預

か
っ
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
」
と
お
困

り
の
子
育
て
世
代
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
嘉
島
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
ど
も
を
預
け
た

い
方
（
利
用
会
員
）
を
応
援
す
る
た
め

に
、
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る

方
（
協
力
会
員
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

協
力
会
員
（
お
お
む
ね
70
歳
ま
で
の
健

康
な
方
）
は
登
録
制
で
、
預
か
る
子
ど

も
は
生
後
３
カ
月
か
ら
小
学
６
年
生
ま

で
で
す
。
子
ど
も
を
預
け
る
こ
と
も
預

か
る
こ
と
も
で
き
る
両
方
会
員
や
、
利

用
会
員
も
併
せ
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
に
な
る
に
は
、
会
員
登
録
を
し

て
、
左
記
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
講
習
会
を
受
講
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
講
習
会
は
事
前
申
し
込
み
を
。

予
約
制
で
子
ど
も
保
育
サ
ー
ビ
ス
も
。

○
講
習
会
の
日
時

　

３
月
１
日
（
金
）

　

９
時
〜
正
午
（
講
話
）

　

13
〜
16
時
（
救
命
救
急
講
習
）

○
場
所　

子
育
て
ひ
ろ
ば　

あ
い
あ
い

　
　
　
（
嘉
島
町
上
島
５
５
１
）

　
　
　

町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

　
　
　

セ
ン
タ
ー
事
務
局

　
　
（
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　

☎
２
３
７－

５
５
５
９

募
っ
て
い
ま
す

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

嘱
託
職
員

↑

水質検査日程

３月 ６ 日
３月 20日

詳細は嘉島町ホームページまたは
「広報かしま」昨年の８月号を
ご覧ください。
役場都市計画課環境係

☎２３７－２５９７（直通）
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☎
０
８
０－

２
６
９
０－

０
１
３
８

　
　
　
（
10
〜
16
時
）

「
熊
本
い
の
ち
の
電
話
相
談
員
」

養
成
講
座
受
講
者

　

第
36
期
の
受
講
者
を
募
っ
て
い
ま
す
。

講
座
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
基
礎
や
電

話
応
対
な
ど
。

　

開
講
▽
前
期　

５
〜
９
月
▽
後
期　

10
月
〜
20
年
３
月
（
い
ず
れ
も
毎
週
火

曜
18
時
半
〜
20
時
半
）

　

会
場　

熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
中
央
セ
ン

タ
ー
（
熊
本
市
中
央
区
新
町
）

　

受
講
料　

１
万
５
０
０
０
円
（
別
途

１
泊
研
修
費
も
）

　

応
募
要
件　

23
歳
以
上
の
方

　

申
込
締
め
切
り　

４
月
30
日

※
な
お
、
事
前
説
明
会
を
熊
本
市
民
会

館
第
７
会
議
室
で
３
月
29
〜
31
の
３
日

間
（
○
13
時
半
〜
14
時
15
分
○
15
時
〜

15
時
45
分
）
計
６
回
開
催
。

　

申
し
込
み
・
詳
細　

熊
本
い
の
ち
の

電
話
事
務
局
☎
３
５
４－

４
３
４
３

（
平
日
10
〜
17
時
）

「
熊
本
こ
こ
ろ
の
電
話
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

養
成
講
座
受
講
生

　
「
熊
本
こ
こ
ろ
の
電
話
」
と
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、
心
に

悩
み
を
持
つ
方
か
ら
の
電
話
相
談
を
受

け
る
活
動
で
す
。
第
37
期
生
を
募
集
し

ま
す
。
講
座
で
は
、
精
神
科
医
や
臨
床

心
理
士
に
よ
り
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
必

要
な
精
神
保
健
の
基
礎
か
ら
学
べ
ま
す
。

○
会　

場　

 

熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
予
定
）

○
時　

間　

 

平
日
の
18
時
半
〜
20
時
半

（
週
１
日
の
２
時
間
）

○
受 

講 

料　

毎
月
２
千
円（
月
謝
制
）

○
募
集
期
間　

〜
５
月
15
日
（
水
）

○
養
成
期
間　

６
月
〜
20
年
３
月

　

熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
事
務
局

　
　
　

担
当　

青
木
・
上
野

　
　
　
　

※
平
日
９
時
〜
17
時

☎
２
８
５－

６
８
８
４

放
送
大
学
４
月
生

　

放
送
大
学
は
平
成
31
年
度
第
１
学
期

の
学
生
を
募
集
中
で
す
。
放
送
大
学
は

テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学

べ
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
、
第
１
回
は
２
月
28
日

ま
で
、
第
２
回
は
３
月
17
日
ま
で
。
資

料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　
　
　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
３
４
１－

０
８
６
０

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

2
月
20
日
（
水
）
弁
護
士

　

3
月
20
日
（
水
）
弁
護
士

　

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電

話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
定
員

（
原
則
４
人
）
に
な
り
次
第
、
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

○
会
場　

町
役
場
２
階
小
会
議
室

○
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

　
　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

↑

休日当番医

２月10日（日）泰泉堂牟田医院（御船町）
 ☎２８２－０２１６

２月11日（月・祝）大久保耳鼻咽喉科医院（御船町）
 ☎２８２－３９００

２月17日（日）たなか内科眼科（嘉島町）
 ☎２３５－７２３５

２月24日（日）小糸整形外科（御船町）
 ☎２８２－００５０

３月３日（日）香田整形外科（嘉島町）
 ☎２３７－２８１１

３月10日（日）さかた耳鼻咽喉科（嘉島町）
 ☎２３７－４１３３

【
16
面
に
続
く
】
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【
消
費
者
を
守
る
制
度
】

　

皆
さ
ん
も
こ
れ
ま
で
耳
に
し
た
こ

と
が
あ
る
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」

と
は
、
該
当
す
る
取
引
に
関
し
て
、

消
費
者
が
い
っ
た
ん
申
し
込
み
や
契

約
を
し
た
場
合
で
も
、
冷
静
に
考
え

直
す
時
間
を
と
っ
て
、
一
定
期
間
内

で
あ
れ
ば
無
条
件
で
契
約
を
解
除
で

き
る
特
別
な
制
度
で
す
。
訪
問
販
売

な
ど
の
不
意
打
ち
的
な
販
売
方
法
や
、

仕
組
み
が
複
雑
で
契
約
内
容
を
理
解

す
る
の
が
難
し
い
取
引
な
ど
に
、
こ

の
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
に
は
、
法

律
で
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
ほ
か
、

業
界
の
自
主
規
制
で
設
け
ら
れ
て
い
る

も
の
や
、
事
業
者
が
約
款
で
設
け
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
取
引
】

○
特
定
商
取
引
法
に
よ
る

・
訪
問
販
売
、
訪
問
購
入

・
電
話
勧
誘
販
売

・
連
鎖
販
売
取
引

・
特
定
継
続
的
役
務
提
供

・
業
務
提
供
誘
引
販
売
取
引

○
そ
の
他
（
個
別
要
件
あ
り
）

・
個
別
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約

・
保
険
契
約

・
宅
地
建
物
取
引

・
有
料
老
人
ホ
ー
ム
入
居
契
約

・
投
資
顧
問
契
約

・
預
託
等
取
引
契
約

・
ゴ
ル
フ
会
員
権
契
約
な
ど

【
通
知
の
方
法
と
効
果
】

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
通
知
は
書
面

で
行
い
ま
す
。
解
除
の
理
由
を
書
く
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
期
間
内
に
事
業
者
に
届
か
な
く
て
も
、

期
間
内
に
送
付
す
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ

ん
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
可
能
な
期
間

は
取
引
形
態
に
よ
っ
て
異
な
り
、
訪
問

販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
で
は
８
日
間
で

す
。
契
約
し
た
日
で
は
な
く
、
契
約
書

（
ま
た
は
申
込
書
）
を
受
け
取
っ
た
日

を
１
日
目
（
起
算
日
）
と
し
ま
す
。
書

面
未
交
付
や
記
載
事
項
を
満
た
し
て
い

な
い
と
き
に
は
、
起
算
日
は
開
始
し
な

い
の
で
、
い
つ
ま
で
も
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
を
行
使
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
行
使
す
る
と
、

消
費
者
は
一
切
の
負
担
な
く
契
約
を
解

除
で
き
ま
す
。
支
払
っ
た
お
金
は
返
さ

れ
、
手
元
に
あ
る
商
品
を
返
送
す
る
場

合
、
送
料
は
事
業
者
が
負
担
し
ま
す
。

　

詳
し
く
制
度
内
容
な
ど
を
知
り
た
い

方
や
現
に
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
て
い
る
方

は
、
ぜ
ひ
上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活

相
談
室
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

《
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
？
》

見
守
り
新
鮮

情
報
2
月
号

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
２
２
６

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
契
約
問
題
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
質
商

法
な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
い
い

の
か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
全
て
の
町
で
相
談
で
き

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－

３
２
１
０

◇ お断り　問い合わせ
先は各項の末尾です。

　

嘉
島
町
「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
＝
写

真
＝
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
Ａ
４
判
、
全

64
㌻
。
震
災
や
風
水
害
な
ど
に
対
応
す

る
防
災
ノ
ウ
ハ
ウ
を
は
じ
め
、
町
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
、
各
種
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
お
役
立
ち
情
報
を
網
羅
し
た
ほ

か
、
嘉
島
の
自
然
・
景
観
か
ら
歴
史
・

文
化
、
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
ま
で
読
み
物
と

し
て
も
楽
し
め
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
全
世
帯
に
配
布
す
る
一
方
、
今

後
、
新
た
に
転
入
さ
れ
る
世
帯
に
も
届

け
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
町
で
は
「
嘉

島
で
の
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。

「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
で
き
ま
し
た

「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
で
き
ま
し
た

【
15
面
か
ら
続
く
】

町
内
全
世
帯
に
配
布
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●証明書の交付年月日
●証明書の種類
●交付通数
●交付請求者の種別

嘉島町は平成 31年 4月から嘉島町は平成 31年 4月から
住民票などを第三者に交付した場合にお知らせする住民票などを第三者に交付した場合にお知らせする

「本人通知制度」を実施します！「本人通知制度」を実施します！

本人通知制度とは
　住民票の写しや戸籍・附票などを、本人などからの委任状を持参した代理人や、第三者に交付した場合に、
事前に登録した方に対して、その交付した事実を通知する制度です。
　この制度により、不正請求を抑止し、不正取得による個人の権利の侵害を防止することを目的としています。

事前登録できる方
　嘉島町に住民登録をしている方、または本籍をおいている方（以前あった方も含む）

●本人などからの委任状を持参した代理人
●本人など以外の第三者（個人または法人）
弁護士、司法書士、土地家屋調査士、税理士、
行政書士なども含みます。

※次の請求の場合は、通知の対象となりません。
○住民票の場合は、本人と同一世帯の方からの請求
○ 戸籍謄抄本、戸籍の附票の場合は、本人と同一戸
籍に記載されている方、または直系の方（父母、
祖父母、子、孫など）からの請求
○国または地方公共団体からの公用請求

　事前登録申込書に記入し、必要書類を添えて嘉島
町役場にて登録の手続きをしてください。
　なお、登録された方が死亡、国外へ転出、職権消
除された場合または、廃止届を提出された場合に登
録は廃止されます。

事前登録方法
●申込書
● 申請者の本人確認書類（運転免許証・マイナンバー
カード・パスポート・官公署が発行した免許証、
許可証など）
※ 代理人が申請する場合は代理権限を明らかにする
書類（委任状・登記事項証明書など）

登録に必要な書類

　氏名、住所、本籍（筆頭者）、連絡先など登録内
容に変更が生じた場合や、登録を廃止したい場合は
届け出を行ってください。変更の届け出をしないと
き、または登録された住所地に通知書が届かないと
きなどは、登録が廃止されます。

登録内容の変更・廃止の届け出

　登録を申請しようとする方が、嘉島町以外の他の
市町村に居住しているときや、疾病などその他やむ
を得ない理由などにより直接来庁できないときは、
郵送による申請または委任状による代理申請ができ
ます。

代理または郵送での申請

●住民票の写し、住民票記載事項証明書
●戸籍の附票の写し
●戸籍謄本・抄本、戸籍記載事項証明書
※それぞれ除票、除籍を含みます。

町役場町民課　☎ 237-2574

❶事前登録 ❷ 住民票などの請求

❹ 交付の事実を
通　知

❸ 審査して
交　付
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嘉島町民会館　ホール「アクア」催し案内

○ 催しの正式なスケジュールなど詳細は各主催者にご確認ください。 
「アクア」の予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→嘉島町町民会館）でご覧になれます。

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細は主催者へお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎ 237-0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。
○施設概要：
　≪住所≫〒 861-3102　嘉島町大字下六嘉 1564　☎ 237-5555　≪利用時間≫９：00～ 22：00　
　≪駐車場≫あり　　≪アクセス≫イオンモール熊本から車で約５分 九州自動車道御船ＩＣから車で約５分
　≪施設≫◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面
　　　　　◇野球場：両翼 90ｍ、センター 113ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、
　　　　　　　　　　軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可 
　　　　　◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート  105 ｍ× 68ｍ、陸上トラック　400ｍトラック６レーン 
　　　　　◇管理棟：会議室１室、多目的室１室、男女更衣室、男女トイレ

嘉島町総合運動公園

月 日 曜 イベント名 開演時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

2 9 土 発表会 9:00 無料 幼光保育園
 ☎ 237-0601

2 16 土 発表会 9:15 無料 保育園こころ
 ☎ 273-5099

2 17 日 生活発表会 9:00 無料 嘉島幼稚園
 ☎ 237-5210

2 24 日 発表会 8:45 無料 やまなみこども園
 ☎ 369-1866

3 2 土 発表会 10:00 無料 長嶺あい保育園
 ☎ 285-4719

3 2 土 マティアス・キルシュネライトピアノマス
タークラス＆コンサート 15:00 一般 3,000円

大学生以下2,000円
古城ピアノ社
 ☎ 384-1989

3 3 日 受賞者記念コンサート・春の発表会 12:30 無料 カワイ音楽教室
 ☎ 355-7295

3 21 木 古城楽器音楽教室発表会 9:00 無料 古城楽器
 ☎ 384-1989

3 30 土 20周年記念　キッズファッションショー 13:30 無料 ロイヤルスタジオ　浜線店
 ☎ 285-7227

各種大会等予定 1 月 18日現在
月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者

2

10 日 第 8回コパプリンシピオU12親善サッカー大会 競技場 9:00 ～ コパプリンシピオ実行委員会
11 月 JFAキッズサッカーフェスティバル 競技場 9:00 ～ 熊本県サッカー協会

16 土 第 2回九州中学軟式野球錬成会熊本大会 野球場 8:00 ～ 九州中学軟式野球錬成会実行委員
会　17日も開催

16 土 第 40回九州高等学校（U-17）サッカー大会および
第 1回九州高等学校（U-17 ）女子サッカー大会 競技場 9:00 ～ 九州サッカー協会

16 土 第 4回嘉島水の郷CUPシニアサッカー交流大会 競技場 19:00 ～ 嘉島町体育協会サッカー種目部　
23日も開催

23 土 熊本県サッカー協会合同トレセンデー 競技場 9:00 ～ 熊本県サッカー協会
24 日 第 18回熊本金た郎カップ 野球場 8:00 ～ 熊本金た郎リーグ

3

2 土 第 4回嘉島水の郷CUPシニアサッカー交流大会 競技場 19:00 ～ 嘉島町体育協会サッカー種目部　
9・24日も開催

3 日 第 18回熊本金た郎カップ 野球場 8:00 ～ 熊本金た郎リーグ　17・24日も開催

9 土 2019 Blue Wave Winter League 競技場 9:00 ～ sports concierge offi  ce Blue Wave
21 日も開催

9 土 熊本県障がい者陸上競技教室 競技場 13:00 ～ 熊本県
10 日 高円宮杯 JFAU-15 サッカーリーグ 2019九州 競技場 9:00 ～ 九州サッカー協会

16 土 第 8回 JAかみましき〝よかよかうまか〟CUP
上益城郡学童サッカー大会 競技場 9:00 ～ 上益城農業協同組合

23 土 熊本地震復興支援サッカー教室 競技場 9:00 ～ 熊本地震復興支援サッカー教室実
行委員会
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☆
ご
み
拾
い
奉
仕　

嘉
島
西
少
年
野
球
ク

ラ
ブ
（
一
野
恭
男
監

督
、
部
員
13
人
）
は

１
月
６
日
、
足
手
荒

神
か
ら
西
小
ま
で
の

道
沿
い
で
空
き
缶
な

ど
ご
み
拾
い
を
行
い

ま
し
た
。

　

学
校
か
ら
走
っ
て

初
詣
に
出
掛
け
、
帰

り
道
に
は
日
ご
ろ
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
方
々
へ
の
感
謝
と
恩

返
し
の
気
持
ち
を
込
め
、
ご
み
を
拾
い
集
め
る
年

の
始
め
の
恒
例
行
事
で
す
。
豚
汁
と
お
に
ぎ
り
も

振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

☆
復
興
支
援
サ
ッ
カ
ー
教
室　

嘉
島
町
総
合
運
動

公
園
で
年
明
け
、
冬
休
み
中
の
子
ど
も
た
ち
を
元

気
づ
け
よ
う
と
相
次
ぎ
開
か
れ
ま
し
た
。

　

日
本
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
会
が
１
月
５
日
に
開

い
た
教
室
は
、
東
日
本
大
震
災
を
機
に
ス
タ
ー
ト

し
た
支
援
活
動
の
一
環
。
３
年
前
の
熊
本
地
震
以

来
、
県
内
で
も
開
か
れ
、
今
回
は
元
日
本
代
表
Ｆ

Ｗ
で
Ｆ
Ｃ
東
京
の
永
井
謙
佑
選
手
（
29
）
ら
が
県

内
の
子
ど
も
た
ち
の
指
導
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

震
災
当
時
、
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
ユ
ー
ス
に
所
属
し
、

地
震
を
体
験
し
た
立
教
大
の
学
生
が
企
画
し
た
教

室
も
５
日
開
か
れ
、
県
内
の
小
学
生
た
ち
が
ロ

ア
ッ
ソ
の
選
手
ら
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム
形
式
の
練
習

な
ど
楽
し
み
ま
し
た
。

古川　茉
ま

愛
ゆり
さん

嘉島西小５年
河瀬　紗

さ

愛
な
さん

嘉島西小５年

　

こ
の
本
が
特
に
お
も
し
ろ
い
の

は
、
今
の
時
代
よ
り
、
も
っ
と
前

の
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
、

不
思
議
な
こ
と
が
次
々
と
お
こ
り
、

そ
れ
を
登
場
人
物
が
乗
り
こ
え
て

最
後
に
は
現
代
に
戻
る
と
い
う
と

　

こ
の
本
を
紹
介
す
る
理
由
は

イ
ヌ
の
こ
と
に
つ
い
て
た
く
さ

ん
知
っ
て
も
ら
い
た
い
か
ら
で

す
。
ど
ん
な
こ
と
が
の
っ
て
い
る

か
少
し
だ
け
紹
介
し
ま
す
。
た
と

え
ば
イ
ヌ
は
大
人
に
な
る
ま
で
ど

こ
ろ
で
す
。
読
ん
で
も
ら
い
た
い

理
由
は
、
昔
の
人
の
話
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
か
ら
。

　

サ
バ
イ
バ
ル
シ
リ
ー
ズ
は
歴
史

以
外
に
も
、
科
学
や
生
き
物
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

れ
ぐ
ら
い
か
か
る
の
？　

イ
ヌ
の

一
生
っ
て
何
年
ぐ
ら
い
な
の
？　

な
ど
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

の
っ
て
い
ま
す
。
イ
ヌ
の
こ
と
を

も
っ
と
知
り
た
い
か
た
や
、
イ
ヌ

が
好
き
な
か
た
に
オ
ス
ス
メ
し
ま

す
。

「
飛
鳥
時
代
の
サ
バ
イ
バ
ル
」

「 

イ
ヌ
の
大
常
識
」

朝日新聞出版

細
雪
純
＝
マ
ン
ガ

チ
ー
ム
・
ガ
リ
レ
オ
＝
ス
ト
ー

リ
ー
、
河
合
敦
＝
監
修

ポプラ社

おすすめ本
10年後の仕事図鑑
 落合陽一・堀江貴文

ワード・エクセル・パワーポイント
必須の操作がまとめてわかる本
 沢田　竹洋

はじめての野菜づくり
 福田　俊　監修

予約が取れない伝説の家政婦が教える
魔法の作りおき
 Kotoさん・志麻さん・
 makoさん・たーちゃんさん

尾木ママ小学一年生
子育て、学校のお悩み、ぜ～んぶ大丈夫！
 尾木　直樹

衣食住のルールから仏事のマナーまで
13歳から身につけたい「日本人の作法」
 「大人のたしなみ」研究会　編著

方
ほう

言
げん

でたのしむイソップ物
ものがたり

語
  安

あん

野
の

　光
みつ

雅
まさ

どんないちにち
 くすのき　しげのり　作
 たしろ　ちさと　　　絵

１ねんせいのせいかつえじてん
 編・著：WILLこども知育研究所

ぼくのつばさ
 トム・パーシヴァル　さく
 ひさやま　たいち　やく

中
島
眞
理
＝
監
修

図書室から
☎ 237ｰ0058

原
則
、
月
曜
が
休
館
日
で
、
開
館
は

火
曜
〜
日
曜
（
９
〜
17
時
）。
月
曜
が

祝
日
の
場
合
、
翌
日
の
火
曜
に
休
館
。

《
２
〜
３
月
の
休
館
日
》

２
月
12
、
18
、
25
日

３
月
４
、
11
、
18
、
25
日

※
な
お
、
休
館
日
も
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
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人権問題の正しい理解のために 〔その320〕
さまざまな
　　　課題

　本県の女性の就業率は、全国的にも比較的高くなっていますが、出産・育児期には落ち込んでいま
す。その要因としては、育児負担が女性に偏っていることや、長時間労働などを前提とした女性が働
きにくい就業環境などが挙げられます。仕事と家庭・地域生活の両立のため、就業意欲のある女性
が継続して働ける環境の整備や、育児・介護サービスの充実を図るとともに、男性の家庭や地域生
活への参画が可能になるよう働き方の見直しを進める必要があります。
　また、性差別意識や固定的な性別役割分担意識は、セクシュアル・ハラスメントやドメスティック・
バイオレンス（ＤＶ）など、女性に対する暴力や人権侵害につながっているともいわれています。

県男女共同参画計画 ｢ハーモニープランくまもと21｣〔2001策定 2016 改定〕
　男女が互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別に関わりなく、その個性と能力を十分
に発揮することができる男女共同参画社会の実現を目指し、取り組みの方法を示しています。
県男女共同参画推進条例〔2002 制定〕
　県、県民、事業者および市町村が連携協力しながら、男女共同参画の形成に向けた取り組みを総
合的かつ計画的に推進するために制定されました。
県配偶者からの暴力防止及び被害者の保護等に関する基本計画〔2005策定 2008、2014 改定〕
　｢ＤＶ防止法｣ に基づき、市町村をはじめ関係機関や団体などとの連携を図りながら、｢男女がとも
に人権を尊重され、配偶者などからの暴力を容認しない社会の実現｣ に向けた取り組みを推進する
ために策定されました。
県女性の社会参画加速化戦略〔2015策定〕
　経済・労働分野における女性の社会参画を推進するため、経済界など産学官の連携により策定さ
れました。

固定的な性別役割分担意識
　平成 26(2014) 年に実施した ｢県民アンケート調査｣ によると、県民の約５分の1が ｢男は仕事、
女は家庭｣ などと、性別によって役割を固定することに肯定的であるという現状が見られます。
セクシュアル・ハラスメント
　相手の意に反した性的な言動により相手の心身を傷つけることを言います。異性間だけでなく同性
間でも起こります。
ストーカー行為
　好意の感情やそれが満たされなかったことに対する恨みを充足させるために、特定の人やその家族
に対して、つきまとい、名誉を傷つける言動、無言電話などを繰り返して行うことを言います。
ドメスティック・バイオレンス
　親しい間柄の男女間における暴力のことです。身体的、精神的、経済的、性的暴力などがあります。

女性の人権　家事や育児の主役は…
　男女が対等なパートナーとして尊重し合える社会に

○どんな取り組みが行われていますか？＜熊本県の主な取り組み＞

○どんな課題がありますか？

※熊本県人権同和政策課　啓発資料より
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I hope everyone had a good New Year. I 
went to Okinawa over the winter holidays. 
It was a lot of fun! I got to go snorkelling and 
swim in the ocean. There were many different 
kinds of fish. I also went to Bios Hill. At Bios 
Hill, I went on a boat tour and saw a water 
buffalo. I enjoy exploring many different parts 
of Japan! I hope I get to see more of Japan in 
the future. It was also my birthday between 
Christmas and New Year. I turned 22 years 
old on December 28th.
I got to visit somewhere closer to Kashima 
over the long weekend. Over the past weekend, 
January 12th, Lily-sensei brought me to Aso 
City! This was my first time going to Aso 
City since I can’t drive. We went to the Daikanbo. 
The view was very beautiful. We also went 
to the hot springs, which I really enjoyed. In 
Aso, I ate soba. I like soba and thought the 
food was very delicious. I hope everyone had 
a fantastic New Year and winter vacation.

　みなさん、すばらしい新年を迎えられま
したか。 私は冬休みの間に沖縄に行きまし
た。 とても楽しかったです！ 私はシュノー
ケリングをしたり海で泳いだりしました。海
にはいろいろな種類の魚がいました。 それ
からビオスの丘に行きました。 ビオスの丘
で、私はボートツアーに参加して水牛を見ま
した。 私は日本のさまざまな地域を探索す
るのを楽しんでいます！ これからもっと日
本のいろいろなところに訪問できたらと思い
ます。 クリスマスとお正月の間に私は誕生
日を迎えました。 私は 12 月 28 日に 22 歳に
なりました。
　私は連休中に嘉島町近郊を訪れる機会があ
りました。先週末の 1月 12 日、リリー先生
が阿蘇市に連れて行ってくれました！ 私は
運転できないので阿蘇市に行くのは今回が初
めてでした。 私たちは大観峰へ行きました。 
景色がとてもきれいでした。 また温泉にも
行って満喫しました。 阿蘇では、そばを食
べました。 私はそばが好きで、とてもおい
しいと思いました。 みなさんにとって、す
ばらしい１年になりますように。

（１月 18日作成）

McIlvride Madeline Marie

Happy New Year!

あけましておめでとうございます！

外国語指導助手（ALT)

HELLOHELLO
KashimaKashima

沖
縄
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
「
ビ
オ
ス
の
丘
」

を
訪
ね
、
ご
満
悦
（
？
）
の
マ
デ
リ
ン
先
生

マデリン先生御用達（？）の
そば料理
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清﨑　豊心（富子）
（上仲間）

米
満　

や
よ
い
さ
ん
（
鯰
）

甲斐　健心さん（嘉島西小２年）

点
滴
の
し
ず
く
の
落
ち
る
早
さ
よ
り
な
が
れ
る
雲
は
ゆ
っ
た
り
と
行
く 

大
塚
シ
ズ
子

水
出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
た
ま
ま
幼
児
が
ひ
た
に
見
つ
め
る
ふ
た
つ
の
眼

ま
な
こ 

川
原　

涼
子

洗
わ
れ
た
青
首
大
根
お
お
き
く
俎
板
の
上
つ
や
や
に
ひ
か
る 

北
澤
喜
美
子 

毬い
が

の
口
開
き
て
転ま

ろ

ぶ
栗
の
実
の
今
年
色
よ
し
形
の
丸
し 

工
藤　

明
子

冤
罪
は
成
立
す
れ
ど
人
殺
し
の
真
犯
人
は
い
づ
こ
に
潜
む 

栗
﨑　

房
子

新
聞
の
運
勢
欄
を
今
日
も
見
る
夫
は
も
て
ま
す
あ
の
世
の
一
日 

栗
﨑　

廉
子

ス
ト
ー
ブ
の
上
の
薬
缶
に
湯
気
上
が
り
餅
も
焼
け
た
よ
二
人
正
月 

境　
　

益
代

臘
梅
の
香
り
漂
う
庭
先
に
寒
の
あ
や
め
の
早
々
と
咲
く 

津
出
ト
ヨ
子

衣
替
え
す
る
た
び
出
し
て
ま
た
仕
舞
う
厄
年
す
ぎ
た
息
子
の
産
着 

冨
永　

照
代

生
花
店
桶
に
活
か
さ
る
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
店
の
前
だ
け
春
の
風
吹
く 

西
岡　

幸
止

末
広
に
光
こ
ぼ
れ
る
夕
の
空
天
の
岩
屋
の
戸
の
開
く
ご
と 

橋
本
ユ
キ
子

効
率
化
よ
り
も
今
後
は
確
実
化
平
易
シ
ン
プ
ル
元
旦
の
計 

林　

ひ
ろ
み

吊
し
た
る
干
柿
仰
ぐ
そ
の
先
に
綿
雲
の
浮
く
天あ

ま

色
の
空 

本
住　

晴
美

水
鳥
の
膨
れ
て
じ
っ
と
し
て
た
場
所
今
朝
は
ピ
ヨ
ピ
ヨ
潜
っ
て
餌
を 

山
下
せ
い
子

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

かかししままのの文化文化

「
ド
ラ
ゴ
ン
」

「
花
の
教
え
」
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１月の
　　 町長の動き

荒木町長談

４日 ・上益城地域振興局長来庁応対　・仕事始め式
 ・庁内常会
 ・上益城広域連合仕事始め式
 ・熊本県町村会仕事始め式
 ・熊本県土地改良事業団体連合会仕事始め式
 ・熊本県知事訪問
 ・上益城地域振興局、郡町村会、御船警察署訪問
 ・熊本県土地改良事業団体連合会会議
７日 ・課長会議　・糸田堰土地改良区来庁応対
 ・かしま広域農場来庁応対
 ・嘉島町老人クラブ会長会議
 ・嘉島リバゾン来庁応対　・JAかみましき来庁応対
 ・熊本県庁など訪問　・熊日、RKK新春交礼会
９日 ・熊本地方法務局人権擁護課来庁応対
 ・熊本県保育協議会来庁応対
 ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対
 ・熊本県町村会来庁応対
 ・九州地方整備局長視察同行
 ・九州地方整備局長来庁応対
 ・熊本県建設産業団体連合会新年名刺交換会
10日 ・北甘木老人会新年会
 ・公明党熊本県本部2019賀詞交歓会
11日 ・上六嘉老人会新年会
 ・自由民主党熊本県支部連合会新春の集い
 ・熊本県町村会トップセミナー
12日 ・ 熊本県体育協会加盟団体長、理事長会並びに平成

30年度国際全国スポーツ大会優勝祝賀会
13日 ・成人式
15日 ・課長会議　・九州地区町村会長、事務局長会議
16日 ・JAかみましき来庁応対
 ・ 熊本県中小企業団体中央会2019新春交礼会新春賀

詞交歓会
17日 ・上益城郡町長会定例会
18日 ・課長会議　・熊本県都市計画課来庁応対　
 ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対
 ・HIヒロセ来庁応対
 ・熊本県商工会連合会新年祝賀会
20日 ・上京（～25日まで）
21日 ・国会議員、省庁訪問　・総務省税務局意見交換会
22日 ・九州中央自動車道建設促進熊本、宮崎合同提言活動
 ・地域農政未来塾修了式
23日 ・人口減少社会における町村行政に関する委員会
 ・道路局意見交換会
24日 ・全国町村会正副会長会
 ・自治協会、全国町村職員生活協同組合理事会
 ・自治協会評議員会　・全国町村会理事会
 ・都道府県町村会正副会長交流会
25日 ・デジタル活用共生社会実現会議
26日 ・ 第36回熊日郡市対抗女子駅伝大会上益城郡選手団

結団式
28日 ・課長会議　・熊本連携中枢都市圏連絡会議
31日 ・熊本県保育研究大会
 ・熊本県市町村振興協会理事会

　

こ
の
た
び
、
次
の
方
々
よ
り
嘉

島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地
域

福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
」
と
香
典
返
し
に
代
え
て
、
多

額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

野
口　

京
子　

様
（
下
六
嘉
）

　
　
　

亡　

憲
介　

様　

　

松
本　
　

博　

様
（
上
島
）

　
　
　

亡　

ス
ミ
エ　

様

　

安
　
　

勝　

様
（
井
寺
）

　
　
　

亡　

啓
子　

様

　

岩
本　

一
幸　

様
（
鯰
）

　
　
　

亡　

照
子　

様

　

清
﨑　

ア
ヤ
子　

様
（
上
仲
間
）

　
　
　

亡　

昭
孝　

様

　

福
本　

千
代
美　

様
（
西
村
）

　
　
　

亡　

誠
剛　

様

　

前
田　

節
生　

様
（
三
郎
無
田
）

　
　
　

亡　

千
鶴
子　

様

　
　
　
　
　
　
　

1
月
17
日
現
在

　

震
災
相
談
窓
口

　

震
災
に
伴
う
各
種
相
談
に
応
じ

る
総
合
窓
口
を
町
役
場
１
階
の
小

会
議
室
に
設
け
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
が
町
制
を
施
行
し
て
２
月
１
日
で
50
年

と
な
り
ま
し
た
。
さ
か
の
ぼ
れ
ば
前
身
の
嘉
島
村

が
誕
生
し
た
の
は
六
嘉
、
大
島
の
両
村
合
併
の
１

９
５
５
年
。
以
来
、
昭
和
か
ら
平
成
、
や
が
て
新

た
な
元
号
へ
と
時
代
の
バ
ト
ン
が
渡
る
中
、
嘉
島

は
「
活
力
と
う
る
お
い
に
満
ち
た
田
園
文
化
都
市

―
住
ん
で
よ
か
っ
た
！
水
の
郷
（
さ
と
）」
と
し

て
着
実
な
歩
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
端
を
物
語
っ
て
く
れ
て
い
る
の
が
、
県

の
推
計
人
口
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
県
内

45
市
町
村
の
う
ち
昨
年
、
人
口
が
増
え
た
の
は
本

町
は
じ
め
４
市
町
の
み
。
し
か
も
、
そ
の
増
加
率

で
本
町
は
ト
ッ
プ
で
し
た
。

　

私
事
な
が
ら
、
今
回
の
町
長
選
挙
で
も
当
選
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
支
持
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
９
回
連

続
、
無
投
票
で
の
負
託
に
全
身
全
霊
で
応
え
、
町

制
50
年
を
迎
え
た
ふ
る
さ
と
嘉
島
の
よ
り
一
層
の

発
展
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。　
　
（
２
月
１
日
）

早くも初登庁し、役場中庭で職員に
祝福される荒木町長

意

輪
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発行所 嘉島町
発行人 荒木 泰臣

http://www.town.kashima.kumamoto.jp/
http://www.town.kashima.kumamoto.jp/i/

発行日　平成31年２月８日

嘉島町の人口動態
平成31年１月31日現在

（前月比）

人   口 9,416 人　

　男　　 4,603 人　

　女　　 4,813 人

世帯数　 3,572 世帯　（＋ 9）

　
あ
る
日
、
わ
が
家
で
御
朱
印
帳
の

こ
と
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
普
段
、

新
し
い
こ
と
に
は
あ
ま
り
興
味
を
示

さ
な
い
息
子
が
「
俺
も
御
朱
印
巡
り

し
て
み
よ
う
か
な…

」
と
ぽ
つ
り
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
感
覚
で
し
ょ
う

か
。
調
べ
て
み
る
と
、
嘉
島
町
で
も

御
朱
印
を
い
た
だ
け
る
と
こ
ろ
が
あ

る
よ
う
で
す
。
皆
さ
ん
も
年
の
始
め

に
新
し
い
こ
と
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
宮
）

　（－10）

　（＋ 2）

　（－ 8）

　
嘉
島
町
「
親
子
茶
道
教
室
」
の

発
表
茶
会
が
12
月
22
日
、「
ク
リ
ス

マ
ス
」
を
テ
ー
マ
に
町
民
会

館
で
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
裏
千
家
正
教
授
の
杉
本
宗

美
さ
ん
ら
が
指
導
。
受
講
す

る
小
中
学
生
15
人
は
手
作
り

の
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
で
茶
席

の
和
室
を
彩
り
な
が
ら
、
招

い
た
保
護
者
や
地
域
住
民
ら

一
人
一
人
に
お
茶
を
運
ん
で

は
学
ん
だ
作
法
で
お
も
て
な

し
。 感

謝
の
気
持
ち
込
め

☎

　
杉
本
教
授
は
「
こ
の
一
年
の
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
え
と
の
亥

（
い
）
年
も
福
に
恵
ま
れ
る
よ
う

願
っ
て
お
点
前
を
披
露
し
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

 

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のうえsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

米
満
　
怜
（
れ
い
）
く
ん

平
成
30
年
１
月
２
日
生

井
上
　
尊
誠（
と
う
せ
い
）
く
ん

平
成
30
年
７
月
28
日
生

1歳になったよ！
じいじ、ばあばたくさん遊んでね♪

「朱　竹」
河原　君代さん（井寺）

ご両親：米満　隆也さん、あいかさん（鯰）

いつも笑顔をありがとう。大好き♡

ご両親：井上　達朗さん、舞さん（上六嘉）

今
月
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ンち

ぎ
り
絵


